








要約:母子保健事業、殊に乳幼児健診を市町村に移譲するに際して、沖縄県においてはど

のよな形がよいのか、どのような方法がより望ましいのかについて検討を重ねてきた。従

来行ってきた健診体制を充分考慮の上、地域性を生かし、且つ乳幼児の健康管理システム

の一環として効果を上げ得るための体制を考えた。

その結果、健診対象乳幼児数によって地域を分類し、その地域に適した健診体制により、

健診を実施し、これにより生ずる問題点を検討することにした。


